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｢アシックスカップ20旧第3回全国高等学校フ人制ラグビーフットボール大会｣へ群馬県代表として全国大

果たした高高ラグビー部｡２０１６年ﾌ月､予選プール､1勝1敗で善戦し､ＯＢ達は歓喜した。

みました。中学 時代には、卓 球部に所 属し 運動 量が激しい のです。

ていました。当時は、ＡチームとBチームの 競技ダンスというからには、当2

チームかおり、かろうじてB チームに大っ があるのです が、誇 れるような 成

ていました。生来 運動が得 意ではない 上 げ ることが できませ んでし た。そ

し 中学時代 に大いに努力を重 ねた記 憶 は、これまた努力 不足の一 語に尽

もありません士 たがって、大した練習もし

な かったので、うまくなるはずもありません

でした。高 高 に人学して部活動に入ると

い う選択 肢も当然あったわけです が、当

時はそうは 考えませんでした。今 考えると、

そ の理由は自分か 弱かったからというこ

とに尽きます。

突然ですが、この原稿を書きながら、高

校時 代 の修学 旅 行の宿 舎の 夜のことを

思 い出しました。本会 の前 会長の高 橋浩

生 君 が 本 領を発 揮して仕 切ってくれて、

同 室 の大 人数 の生 徒たちで大い に盛り

上 がったものでした。お かけさまで、仲 間

とわい わいする楽しさを味 わえました(私

は 遠巻きに見ているだけでしたが)。

私は高高での教諭を経て、県 教委の学

校 人事課に勤 務しました。

人 事 作 業 がたけな わの頃は、毎 晩 深

夜まで働 かざるをえず、その期 間は宗 族

と顔を合 わせる時 間よりも、同僚と働く時

間 の方が 圧 倒的に多かったので 奇妙な

感じがしたものです。

一緒に働いている頃は そうでもなかっ

たのです が、今 振り返ると、当時の同 僚と

は 何とも言えない 結 びつきや 仲間 意 識

を感じています。

さて、私は 大学に進学してから、体育 会

系 のサークル( 競技ダンス部)に入り求し

か。｢大学 時代はダンスをしていました。｣

と 言うと丁社交ダンスですか』と言 われる

実 は、今 年 の春 に、当時 の競 技

部の後輩と約20 年 ぶりに会いま

会を 喜び合って5 分もしな いうち

練 習に励 んでい た雰 囲気 がよみ

当時の話で大 いに盛り上がりまし

そして、約20 年 の時を 経ても丁

ってい ないな。｣と感じた次 第です。

部活動を通じて得られるものは

ろあるでしょうが 、何と言ってもそ

は友 人(仲 間)だと思います。

友 人と言っても、い や友 人 だか

顔も見 たくない 時があったり、口論

時ちあるのでしょうが、利 害関 係の

校時 代 の交 友を 通じて得られる

何ものにも代え難いと思います。

各 運動 部 の交友 の輪が ひとつ

高 崎高 校という共 通点 で 結び つ

のが、翠鸞 体 育 会であると私は思

ます。学 校としても、あらゆる機 会

部活動、特に運動 部活動を大い に

ています。

全職員の念頭にあることは 生

が｢高 崎高 校へ来 てよかった工ま

者の方 々が｢高 崎高校 へ行か せて

た工と心 底から思ってもらえる学 校

いということに 尽きます。

会員の皆 様には、これまでと同

校 の教 育活 動 へ のご理 解とご協

願い 申し上 げ、本原 稿を 終 わらせ

だきます。
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校長に加藤氏着任

思いつくままに

このたび、佐藤功前校長の後任として

本校校長に就任致しました加藤聡(さと

Ｕ と中します。本校OB(78 期)で、英語科

の教諭としても平成5(1993) 年度から11
ぐ

1999) 年度まで7 年間勤務しました。そし

て、教諭時 代は、柔道 部、卓 球部 、野球 部

の副顧問をさせてい ただきました。

以下 文字通り思いつくままに書かせ て

い ただきますので、内 容が 多岐 にわたる

ことをお許しください。

さて、『翠槽体 育止 いうことで、自分の高

校時代のことから入っでいきます。私は 、

高 校時代 部活動 には 入っていませ んで

した。実は、高 校時代を 振り返 って最も後

悔しているのはこのことなのです。

高高卒業後様々な経験をしてきました

が、まずは高校時代 の部活 動でいろいろ

な 体 験をしていたら、また異なった人 生

の展開かあったかもしれない と考えてい

る次第です。

私は、高 崎 市立 中 央小 学 校から現 在
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財団法人日本ラグビーフットボリ レ協会 副会長／専務理事

ラグビーワりレドカップ2015 ／2019日本招致委員会 委員長

ラグビー部ＯＢ 真 下 昇 （５６ｍ）

2015 年9 月22 日 ラグビーの日本

代表チームは世界中を驚かせた。第八

回ラグビーＷ杯英国大会ブライトンで

の強豪南アチームに34 対32 で勝利し

たのである。｢日本チームはサムライ魂

で善戦するだろう、小さい身体でいつも

最後まで諦めずに力を尽くして戦うそう

いう日本大好きだよ、だから今日は応援

するよ｣という声はあちこちでかけられ

ていたが日本が勝つなどとは競技場の

誰も思っていなかった。私は勝利の瞬

間からしばらく歓喜の渦の中で茫然と

していた。自分のラグビー人生六十有

余年にこんなことが起きたのだ。最後の

トライは偶然などではなく日本のラグビ

ーが長いこと目指してきたプレーの成

功だったことが感動をより確かなもの

にし、心に沁みた。ロンドン市内に戻る

列車の中でも大勢の南アの応援ジャー

ジ姿の人達からコングラッチュレイショ

ン、｢感動したよ｣と祝福された。

私は高高56 期でラグビー部に所属、

卒業後、東京 教育大学に進んだ後、英

国系商社ドッドウェルに入社した。

会社では仕事の実務と英会話を教わ

る日々だったが、社内はファーストネー

ムで呼び合うフランクさで仕事のノルマ

さえこなしていれば時間の使い方は自

由であった。ここで外国人社員と互いの

信頼関係を構築していった経験は後々

大いに役立った。勤めの傍らラグビー選

手としてのプレーもし、32歳で選手生

活を引退してレフリーの道に進んだ。

私はレフリングのために必要な体力

維持のトレーニングも欠かすことなく、

また、審判の依頼が来ればどこへでも

出かけて笛を吹いた。ずっとサラリーマ

ンとラグビーの2 足のワラジをはいてい
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たの で ある 。数 年 後 、日本 協 会 の 主 要 ゲ

ー ム は もち ろ ん 国 際 試 合 の 審 判 を 務 め

るま で に な った。そ の 結果 、ト フプ レフリ

ー として多 くの 選 手 、チ ー ム 関 係 者と知

り合 い ま だ 、外 国 のレ フリー との 交 流 も

多 くな り国 内 外 へ も試合 だ け で なくレフ

リー の指 導 に も招 か れ た。93

年 に 社 会 人 として 育 てて もらった

ドッドウェ ル を 辞し 、前 々 か ら誘 い を 受

け て い た ㈱ クボ タ に 転 職 、同 時 に 二 十

有 余 年 務 め たレ フリー を 引 退 した 。54

歳 に な って い た 。よくラ グ ビ ー 精 神 は

ＯｎｅＦｏrA11A11For Ｏｎｅ とい わ れる。

ま た 、試 合 中 は 敵 、味 方 だ が 試 合 が 終

わ れ ば 勝 負 に 関 係 なく相 手 を 尊 重 し、

認 め 合 い 友 情 の 輪 を 育 んでい くツ ー サ

イド｣ の 精 神 が あ る 。こ の 素 晴 らしい う

ゲビー を 多 くの 人 々 、特 に子 供 たち に 関

心 を 持 って もらい たい 。この 考 え が 常 に

私 の 胸 の 内 に あ り全 国 に 、全 世 界 の 人

たち にラ グビー を 知 ってもらい たい と思

うように な って い った。2009

年7 月28 日に 、第9 回 ラ グビ ー

Ｗ 杯 は アジ アで は初 め て 日 本 で 開 催 す

るとい うことが 決まった。1995

年 、世 界 ラ グビー 機 構(IRB) が

長 い 間 、守 り 続 け て き た ア マ チ ュア 宣

言 を 廃 してプ ロ イヒを 表 明 し た。以 来 、各

国ともに 急 速 なプ ロ 化 か 進 ん だ が 日本

は この 急 変 へ の 対 応 が 後 手 に 回 った 。

そして 国 際 試 合 で の 大 敗 が 続 き 、そ れ

ま で正 月 に は 国 立 競 技 場 を 満 員 にして

い た 国 内の ラ グビ ー の 人 気 もが た 落 ち

と な っ た 。日 本 の ラ グビ ー の 危 機 で あ

っ た。2000

年 に 協 会 は 日 本 ラ グビ ー の 再

生 プ ロ ジ ェクトとし て4 つ の 柱 、｢組 織 、

マ ー ケ ティン グ、代 表 強 化 、大 会 運 営｣

衣料一筋一世紀
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命

の見直しを 図ることにした。私も大

営 理事として 一犬 決 断 の元 、世界

用 する日本代表 選 手 の要を育 てる

のジャパントップリーグを立ち上

である。2002

年 会 計 役、そ の後 専務 理

なった。2003

年 正月 、ト ヅプリー ゲ立ち

の 発表 をし た折 、い ず れラグビー

を 日本 に招致すると話した。

その6 月 にIRB が2002 年 のサッ

Ｗ杯 日韓共 同開 催 の成 功を評 価

とが追 い 風とな り、夢 は に わか に

妹を帯 び、招致 員 会を 結 成し森 喜

総 理を 会長 に 、私は 委 員 長 になっ

致活動を 開始した。2011

年 Ｗ 杯 招致 活 動 は、極 東

国 のことなど全くわからず、自 分

ラグビー宗 主 国( イングランド、ス

うンド、ウェ ー ルズ 、アイルランド、

ンス、オーストラリア、ニュージーラ

南 アフリカ) であ ると思ってい る

ち に、アジ アで初 め ての Ｗ 杯 の 開

意 義を説い て回ることから始 めた

ビーをグロー バル化 すべしとの声

そ れらの 国の 中に は我 々だけ の

ー だとかたくな な態 度 の 国もあり

は 困難を 極 め、その 保守 的 な壁 は

っ た。何しろ 彼らはラグビー 家 族

長 い 時 間を 重 ねがっちりした絆

上げ てい た。

そ れでも少しづつ レフリー 時

の友 人 たちが 応援してくれるよう

日本 開催 に関 心を 示 すようには

が、い か んせ ん 時 間 か 足りずニ ュ

ーランドに僅差で敗 れた。

投 票 後 支 持してくれ た理 事だNobby(

私のニックネー ム)ｎｅｘt

個別指導Ａ貨IS 貝

責 任者 糸帛111 雄 高( ラグビ
‾部'88

-

里 ．

土地･建物の登記･測量／開発申請／相続／各種許可申請

土回屋皿士表野 真拡
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されこの千ごたえを頼りに次回大会の

開催に手を挙げた。｢虎穴に入らずんば

虎児を得ず｣の虎穴に入る方法を考え

ていた時に運よくアジア協会選出の理

事としてIRBのボードメンバーになるこ

とができた。

伝統国理事諸侯と対等の地位に就

いた私はドッドウェル時代に鍛えられた

外国人との付き合い方を武器に欧州，

南半球の国々を積極的に飛び回った。

今や世界の主要な競技はグローバル
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昨年 は後 輩 たち が久しぶりにインタ

ーハイ出場を 決めとても感動した。出場

を決めた瞬間は 自分 たちの期 が 決勝で

敗 退し出場 を 逃しかこともあり感 慨 深

いものがあった。OB 会長を 託さ れて か

ら8 年目、OB 会としての大 仕事に 携 わる

ことができありか たい ことでし た。イン

ター ハイ出場 にOB 皆 が 喜んでくれたと

思う。現役･ 先生･ 父兄 の皆さん、改めて

おめでとうござ いました。また、インター

ハイ出場 に際し、この場をお 借りし改 め

ご支援を 頂い た皆 様にお 礼を 申し上げ

たい 。ありがとうござ い まし た。今 後 の

現役の健 闘に期待したい。

話は変 わるが、自分かバスケットを始

めた のは 中 学 時 代 に近 所 の先 輩 に 勧

誘され了人 部し か所 から始 まる。自分は

小 学生 時 代 に 東 京 から群 馬 の 藤 岡 市

情報システム株式会社

榊原 一好

化している、それなのにラグビーはアジ

アの意見を無視し伝統国のみでＷ杯を

開催してきているとは意識が遅れてい

ないか？とアジア初の日本でのＷ杯開

催の意義についてひざ詰めで説得して

歩いた。その結果、15年イングランド、19

年日本開催案をIRB 理事会で承認さ

せることに成功した。そこまでこぎつけ

ることができたのも高高ラグビー部で

岡田先生に鍛えられた観音山の石段ト

レーニングでついた体力と｢一人はみ

牝卜………:｡･I幽ぷﾀﾞ｡･=｡ノ朽０･一礼か………泰ｿ）ヶﾀﾞ令ノトト=ト1リレ＞=iり1………::1=呵がトノへ=ﾀﾞ。

に 転 校 し て き た

。

中 学 生 に な る と い ざ な

り 志 望 高 校 の 提 出 を 求 め ら れ た

。ｲ

可 も

わ か ら な か
っ
た の で 周 り の 人 に 群 馬 は

ど こ の 高 校 が 良 い の か 尋 ね た

。

上 か ら

順 に 高 崎 高 校

、

中 央 高 校

、

富[ 洲 高 校 と

教 え て も ら

っ
た

。

な ら ば 第
一
志 望 ぱ 高 崎

高 校

、

第2 志 望 は 中 央 高 校 と 書 い て 提

出 し た

。

中 学3 年 の 進 路 相 談 の 時 に 中 央 高 校

を 進 め ら れ た が 高 崎 高 校 を 受 験 し か

。

初 志 貫 徹 と 言 う 訳 で は な い が

、

自 分 で

は 絶 対 合 格 す る と 信 じ て い た

。

高 校 の

入 学 式 の 時 に 中 学 時 代 の 他 校 の バ ス

ケ ッ ト の 知 り 合 い に

、

何 で こ こ に 居 る の

と 言 わ れ た こ と を 今 で も 覚 え て い る

。

確

か に 中 学 時 代 ま じ め な 方 で は な か
っ
た

が

、

そ れ な り に 努 力 は し て い た

。

当 人 は

今 も 大 事 な 友 人 で あ る

。

今 思 う と 何 か と

結 構 努 力 を し て い た よ う に 思 う

。

高 校 生 活 は あ
っ
と い う 間 に 過 ぎ て し

ま
っ
た 感 が あ る

。

イ ン タ
ー ハ

イ に 出 場 で

き な か
っ
た 事 は 今 で も 悔 や ま れ る が

、

苦 楽 を 共 に し た 同 期13 人

、

皆 と バ ス ケ

ッ ト
が で き た 事 は 良 い 思 い 出 で あ る

。

考

え て み れ ば ス タ メ ン5 人 の 内

、

セ ン タ
ー

の2 人 は 中 学 ま で 野 球 部 出 身 者 と サ ッ

カ
ー
部 出 身 者 で あ

っ
た

。

良 く 決 勝 ま で 行

け た も の で あ る

。

や
っ
ぱ り 努 力 は 報 わ れ

る

。

改 め て 後 輩 諸 子 の 今 後 の 活 躍 に 期

待 し た い

。

冒鱒

株式会社塚本工務店
塚本 浩史
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んなのためにみんなは一人のた｢

ノーサイドの精神｣の教えが身

にしみこんでいたからである。

すでに組織委員会は12 の開

も決め、先日、組み合わせも決ま

も急ピッチで進んでいる。今は組

会役員として未来を担うアジア

日本の青少年の夢を紡ぐラグビ

のレガシーが後々競技の発展の

なるよう見守っている。
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私 か 在学 してい た当 時 、バ ス

ボー ル 部 には 青と白 に塗られた

な バスがあった。｢ポカリ号｣ と呼

一 度 目にす れば忘 れることはな

う。とにかく目立 つこの バスに乗り

の 遠 征を重 ねた。クー ラー などは

夏 場 や 雨 天 時 の 移 動 は か な り

っ たことを 思 い 出 す。新 潟 遠 征

道 では タイヤ が バ ー ストし 、数

ち往 生し たこともあった。山 梨 県

れ た冬 の 関東 新人 大 会では 、雪

でスリップしたことなども今では

い 出 である。

この バスに乗り、多くの 強豪 チ

練 習 試 合 が できたことが 、チ ー

化につなかっかことは間違い ない

のように合 同 合 宿を 行う県 外 チ

存 在し、他 校 の選 手 同上 があ だ

び合うことも当たり前のことであっ

時指 導をしてくれ、バスを 運転し

た立 見先生 、水上 先生、町田 先生

ても感 謝している。私 白身も高 校

となり、バスケットボー ル 部の 顧

るようになって先生 方 の大変さを

もって感じている。こんな 体制 が

環 境で バスケットボー ル がで き

け で、3年 間は 関東 大 会出場を逃

とはなく、3年 生 では インター ハ

切符を 勝ち取ることができた。

インター ハイ出場 を記 念し、O

株式会社 大利根
富滓 慎一・誠佑
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1999 年のインターハイ出場を機に､購入していただいた新しいバスの前で集合写真

方の寄付で、バスの買い替えをしてい らに練習して、憧れの先輩たちについて

ただくことができた。クーラーがついて いこうと思うと同時に、追いぬいてやろ

おり、快適に一関まで行くことができた。 うとも思っていました。一緒に人学した

残念ながら｢ポカリ号｣とはお別れにな1 年生の仲間と全国にいこうと言ってい

ってしまったが、我々OB は今でも鮮明 たのもその時期からだったと思います。

に覚えている。

インター ハ イでは 、一 回 戦 敗 退 だっ

た が、進学 校 がインター ハイに 出 場 と

いうことで｢ 月刊バスケットボー ル｣ の取

材を受 けて、新しい バスも紹 介してもら

うことができた。

ここ数 年 県 内は 強 豪 私立 高 校 が 増

え、公 立 高 校 が上 位に 上 がることが 厳

しくなってきてい る現状 である。しかし、

昨 年度 には後輩 たちが 関東 大 会3 位や

インター ハイ出 場を果 たしてくれた。久

しぶりのインター ハイ出 場 に、我 々OB

も大い に盛り上 がった。これからも強い

高 崎高校であり続けて欲しいと願う。

冒絆

自分か1 年生として高崎高校に入学

したときは、ただただ日々の練習に圧倒

されていたことを大学生になった今で

も鮮明におぼえています。スピード、パ

ワー、技術、どれをとっても中学校とは

比べ物になりません。必死に、がむしや

御宴会､ 慶弔のお席､ 同窓会､ＰＴＡ、

趣味のお集まり等に …。

Ｊ
いｉ

タ
支 血

インターハイに実際出ることができて、

口に出して目標をいうことは大事なこと

だなと振り返ってみると思っています。

部活動も勉強と同じく大切だと言わ

れよすが、まさしくその通りだと考えて

います。先輩や後輩、同学年との絆や、

練習や試合、合宿での思い出など部活

2016年のインターハイ開会式後の集合写真

動だからこそ得ることのできるもの

くありました。高崎高校での校内

学校の洗濯機が壊れ、コインラン

に夜中の2 時までい たことが今で

笑ましい思い出です。当時は全く

とではありませんでしたが、そう

ことを通じて信頼関係ができて

と思います。また、様々なことに気

ることができたり、物事に前向きに

的に取り組むことができたりと人

も犬きく成長したと実感しています

高崎高校は文武両道を掲げる

校であり、生徒一人一人が高い意

もって部活動だけでなく、勉強も

とが素晴らしいところだと思いま

スケットボール部では、合宿先でも

から帰ってくると、眠い目をこすり

ら、一堂に会して勉強する光景が

られました詰所舌動をするからこそ、

だら過ごすのではなく、限られた時

有効に活用する姿勢が身につい

たのだと思います。

最後になりますが、大切な仲間

問の先生方、OB会の皆さま、応援

ださった方々の支えでバスケットボ

部での充実した3 年間を過ごすこ

できました。高高でよかった、改め

う思いました。

旨同戮 与ムハウス 愉 賢大陸不動
代表取締役

堤 康 高(
卓球部フ嘲) 代表おお々
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28年4 月 ４日

日
２１

月
４

5月25日

6 月

１
月
６

令 命

8Eﾖ

４ 日

今 秦

ててこい､未来のりｰ ﾀﾞｰたち。
四 谷 大 塚 Ｎ Ｅ Ｔ

ｔ

１

2 月 日
１

29年3 月 １日

●第42 回定 期総会･懇 親会

春……………………………今丿……………丿春うここ1･ljﾂj7j母………………………………春ご……二……………今…

回 目 を 迎 え

、

会 を 重 ね る 度 に 若

者 が 増 え

、

開 催 当 初 と は ま た 違

況 を 見 せ て い ま す

。

各 部 と も 可

り 次 年 の 新 年 総 会 幹 事 期 以 下

に 参 加 頂 く と い う 趣 旨 が 定 着 し

参 加 ５ ３ 名 中 ３ ５ 名 が86 期 以 下

構 成 と な り

、

中 に は 現 役 大 学 生

け ら れ る 程 の 若 く フ レ
ッ

シ
ュ

な

り つ つ あ る 感 じ で す

。

太 田 部 会 長 の 挨 拶 に 始 ま り

、

郎 同 窓 会 副 会 長 に は 乾 杯 の 音 頭

た ８ ６ 期 佐 藤 雄

一

同 窓 会 幹 事

、

長 の 挨 拶 な ど が 挟 ま り な が ら

な 歓 談 と な り ま し た

。

Ｏ Ｂ 会 の 発 足 を 準 備 中 で あ る

球 部106 期 宇 野 慎

一

郎 君 の 初 参

弓 道 部 Ｏ Ｂ 会 が 次 年 よ り 翠 轡 体

の 加 入 を 目 指 し て い る こ と な

告 が あ り

、

翠 轡 体 育 会 の さ ら な

が 予 感 さ せ ら れ る な か

、

盛 況 の

中 締 め と な り ま し た

。

横 の 繋 が り は も と よ り 縦 の

に も 強 み を 見 せ る 翠 轡 体 育 会

R 些 ″゚ライス総合保

l罷11靫ilあいおいニッセイ同和損保総轄代理店

ＴＯＵＧＨ ＳＨＯＰ ぐん ま中央

・皆公

一卿､

回回心J､応黙

専目｡、

゛回

四

尚尚､………。､E。。｡。｡､。｡､。｡|

｡§

柔道部､相撲部､陸上部､山岳部､バレーボール部

弓道部､ラグビー部(全国大会)6

月
２
日

命

42 回定期総会・懇親会

争

ソフトテニス部／石田和久(フ5期)｜

翠轡 体育会 の 第４２回定 期総 会及 び

懇 親 会 が 、平 成２８年6 月20 日( 月) 高

崎ビ ュー ホテル にて開催さ れまし た 。

大 田 部 功 会 長 よ り、就 任1 年 目 な の

で安 全 運転 で 会 の 運 営を 行な っ て き

た が、こ れから はいろ いろ な こ と にテ

ャレ ンジし てい き たいと の 挨拶 、平 成28

年 度高 校 総 体男 子 総 合1 位の 報告

の 後、平 成２フ年 度 事 業 報 告 、会 計 報

告、監査 報告及 び 平成28 年 度事業 案 、

予算案 が滞りなく 承認さ れまし た。

議 事 の 終了 後 、報 告 事 項と し て 第24

回 同 窓 会 ゴ ル フ コ ン ペ( 幹 事８０

期)と 第115 回高中･ 高高 同 窓 会(幹 事

８６期) の日 程 紹 介及 び 参 加 の 呼 び か

けが 行 わ れ、最後に 国峯 善 次郎 顧 問よ

り、翠轡 体育 会はも っと 暴 れよ うと の

お 言葉 を い た だ き 定 期総 会 は閉 会と

なりました。

CＥＢＵ流 学

命

6月20Eﾖ
（苔乱丿難‾白図2と言９蚕

圓・

僕大剱混合居゛。＝Jｔ。
目凹。。ヨ二頭目皿E四回

と…

………………§

水泳部､陸上部､バスケットボール部8

月20 日

9 月4Eﾖ

１１月8Eﾖ

11 月17日

１尚尚識兼－｡｡_，。回レ鱗呂ｽﾞ｡｡J?｡にﾖ

拳 秦 療 寺 帝…………………療

引き続き行われた懇親会は、大田部

功会長、佐藤功校長、串田紀之同窓会

会長、富岡賢治高崎市長から挨拶をい

ただいた後、岩田武雄顧問の乾杯の発

声により和やかに始まりました。会の

中では、各運動部の顧問の先生より高

校総体の結束･活動報告と、ＯＢより各

部ＯＢ会の近況報告があり、ホームペ

ージ掲載用の写真撮影も行われ大い

に盛り上がりました。

最後に応援部OB のリードにより全

員で翠懇を合唱し、清野哲雄副会長に

よる挨拶にて無事終了いたしました。

テニス部／北村 真行(８５期)

平成28 年翠懸 体育 会活 性化 忘年 会

は12 月１日(木) 、ホワ イト イン 高 崎 に

て開 催さ れまし た。翠 轡 体育会 一年 の

活動 の慰 労と 、会員 の裾 野を広 げる と

い う趣旨 で開催さ れるこの忘 年会もフ

Ｇ Ｓ Ｄ ホ ー ムペ ー ジ、VVEB シス テ ムcGIobalSolutionDeveloper

の作 成は お 任せ く ださ い。

株 式 会 社 ジ ー ・ エ ス ・ テ ィ ー92
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●関東･全国大会出場の部へ祝金贈呈

●第４２回定期総会●懇親会

寺…………争……………………………寺…………………半……………斗………………訃…………………斗……………

の た め に も

、

今 年 の 活 性 化 忘 年 会 へ も

よ り 多 く の Ｏ Ｂ の 方 が 参 加 さ れ る よ う

祈 念 し

、

報 告 と さ せ て 頂 き ま す

。

ノ郷響げ尚万゜l゛第26回ゴルフ大会団体戦優勝

硬式野球部／清野 哲敬０ ０２期）

初めまして。高崎高校102 期卒業生

の浦野哲敬(のりたか)と申します。昨

年度、翠脱体育会ゴルフコンペに硬式

野球部ＯＢとして初参加させていただ

きました。サンコーフ２にて雨の中行わ

れた大会では、幸いにもサッカー部に

２打差で競り勝ち優勝することができ

ました。

思い起こすこと15 年前、高 校時代

は部活に打ち込む毎日で、高崎高校ス

ピリットを培ってきました。今回のゴ

ルフコンペでは部活同士の対抗戦と

いうこともあり、高校時代に戻ったよ

うな気持ちで楽しむことができまし

た。自分自身のゴルフとしても先輩方

損害保険
生命保険

三井住友海上火災保険
三井住友海上あいおい保険メットライフ生命
アメリカンフアミＵ－アクサ生命
マスミューテュアル生命

F71F 司
株式会社 トラストＡＧ

●第42 回定期総会

……………i⑩……………ii尚卜し參……………………⑩………………………挙…………………今日…………

に お 褒 め の 言 葉 を い た だ き と て も 嬉

し か
っ
た で ず

。

ま た こ の よ う な 機 会 が

な け れ ば 高 崎 高 校 の Ｏ Ｂ の 先 輩 方 と 交

流 を 持 て る 機 会 が な か な か な い た め

、

非 常 に 貴 重 な チ
ャ ン ス で し た

。

今 後 も

翠 庶 体 育 会 を 盛 り 上 げ る べ く １ ０ ０ 期

以 降 の 若 手 に も 声 を か け て い き た い

と 思 い ま す

。

こ の よ う な 機 会 を い た だ

け た こ と と

、

野 球 部 Ｏ Ｂ の 諸 先 輩 が た

に 導 か れ 優 勝 が で き た こ と に 感 謝 し

た い と 思 い ま す

。

2６回ゴルフ大会 個人優勝

ソフトテニス部／廣瀬光成(93期)｜

第26 回翠轡 体育 会ゴ ルフ 犬 会に て

個人 優 勝さ せて 頂きまし た93 期ソフ

トテニ ス部の廣 瀬光 成です。

高 校２年生 からゴルフ 練習場に 通い

はじめ、ゴ ルフ 歴は24 年にな ります。

私は41 歳な の で人生 の半 分以 上をゴ

ル フと 共 に し てき ま し たゴ ル フ 好 き

株式会社広田住宅センター

代衣収締役

広 田 金 次rll;(求道部95川)

●インターハイ出場の部へ祝金贈呈(42 回定期

●高崎高校マラソン大会優秀者表彰

皿‥‥耳‥………咬

でござ います 。

前 半 は パ ー オン 率ＩＯＯ％ で3

こ の 時 点 で ベ スグ ロ を 取 り たい

心 しま す。後 半 にな ０ バー デ ィー

でト ータ ル２７ ン ダ ー ロ浅り４ホ

を 残 し 意 気 込 ん で い ま し た が、

一 。そしてト リプル ボギ ー。

終 わって みればト ータル2 オ ー

でベ スグロ は 逃し たも の の、上 手

ぺＵ ア 方 式 に は よ り 優 勝を 勝ち

こと が出来まし た。

次 回 犬 会 で は ソ フ ト テニ ス 部

献 はも と より 個人 優 勝･ベ ス グロ

し て頑張りたいと 思います 。

最 後 にな り ま す が同 伴 競 技 者

高 崎 駅 西 目

木屋駐 車
--
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●第ﾌ 回 活性化忘年会

●第フ回 活性化忘年会

=番………………………参………………………呼･………=争……………………………ヰ………………※……………………瘤･

輩 方 々

、

参 加 者 の 皆 様

、

運 営 幹 事 の 皆

様

、

あ り が と う ご ざ い ま し た

。

い つ ま で も 盛 大 に 開 催 さ れ る こ と を

祈 願 し 御 礼 の 言 葉 と さ せ て 頂 き ま す

。FI

第 ２ ６ 回 ゴ ル フ 大 会 結 果

● 団 体 戦

順位 運動部名 合計

１ 硬　式　野　球 325

２ サ　 ツ　 カ　 ー 327

３ ソ フ ト テニ ス 341

∠L 応　　　　　 援 342

５ 陸　上　 競　技 348

●ネット個人戦

順位 氏名／運動部名 高崎 岩平 グロス日ＣＰ ネット

１ 廣瀬光成(言) 39 35 74 4.8 69.2

２ 小野里篤雄(山) 36 36 72 2.4 69.6

３ 斎藤大器(応) 43 47 90 19.2 70.8

４ 浦野哲敬(野) 35 42 77 6.0 71.0

５ 阿久津茂(蹴) 45 47 92 20.4 71.6

●グロス個人戦
JI則立 氏名／運動部名 高崎 岩平 ｸﾞﾛｽ

１ 渡辺俊裕（サッカー） 36 32 68

●第26 回 翠息体育会ゴルフ大会

●ゴルフ大会団体優勝の硬式野球部ＯＢ会

……………日面･‥‥‥‥‥命………………………………普…………………迫……………=ijS=大吉

Ｆ ７ ２ ８ 年 度 翠 轡 体 育 会 会 計 報 告

収 支 計 算 書

自 平 成28 年4 月1 日 至 平 成29 年3 月31 日
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●第１[亘]編集会議

丿‥‥‥‥‥‥‥‥幸…………………j宍尚丿･，

皿S ㎜S ㎜

支出の部

総会･親睦会費

現役等補 助金

会 報 発 行 費

ゴ ルフ 犬 会費

活性化忘年会費

慶 弔 見 舞 金

事務用品･通信費

会 議 運 営 費

銀行振込手数料

(当期支出合計)

特別会計拠出金

支出の 部合 計

(収支差額)

次期繰越収支差額

-! 皿i! 彊

450,020

260,904

426,060

244,940

312,000

26,200

31,448

223,106

1,188

㎜ 訟㎜

平成28年6 巾( 川

高崎ビューホテル

関東大会､ｲﾝﾀﾍﾞ 八等

出場の運動凪

マラソン大会

｢翠柳体育｣第35吋

ず成28年9 川４目

ｻﾝｺｰ72ｶﾝﾄJ ﾄﾞｸﾞﾗﾌﾞ

平成28年12 月１目

ホワイトイン

秋山家

備品等

編集会議､役口会議等

打馬銀行

特別会計への拠出介

叫駅川脂汗個川 言)

収人の部削ト 如肋百計

(1,975,866)

200,000

2,175,866

（21 ↓,047）

836,564

特別会計 平成29年3月引日現在

ｽｲﾗﾝﾀｲｲｸｶｲｶｲｹｲｼﾐ ｽﾞﾊ
翠慟体育会 会計 清水

㎜l㎜Ξ㎜||||||||||||||||||||||

|||||||||||||||||収入の部

年 会 費 収 入

同 窓 会 補 助 金

広 告 費 収 入

親 睦 会 収 入

ゴ ル フ 大 会 収 入

活幽ﾋ 忘年会収入

雑 収 入

受 取 利 息(

当 期収入合計)

特 別会 計取 崩金

前期繰越収支差額

収 入 の 部 合 計

375,000

300,000

315,000

300,000

360,900

260,000

276,000

三

(2,↓86,913)

0

825,517

3,012,４301

15 部

高 崎 高 校 同 窓 会15

部

伺 戊28 年6 月2 剛

高 崎 ビュー ホ テ ル

平 成 跡 他 日

サンコー72ｶﾝﾄj ト クラブ

乍 成28 年1 川 川

ホ ワ でト イン

ド｣窓 会ゴ ルフ補 助 気 祝 今

会志 牡 負礼 寄付 託

訃 馬 銀 行

特 別 会 計よ川 枚り崩

財産目録 平成ﾝ9年3月引日現在
I 酉皿 三㎜

資産の部

現　　　　　金

預　　　　　金

正　味　財　産

11111

29,↓04

807,460

■Z 唾 皿

現令卜,ﾀﾞﾛf高
齢‰ｺ ﾂ゙ﾞﾚ

836,564

□座振込ご利用の場合は､下記口座までお願い致します。

群馬銀行 高崎栄町支店 普通預金Ｏフ８３２3 ８

半i一一
一一

ヴ馳オク弘ニック
■ 整形外科 ■ リウマチ科 ■ リハビリテーション科

院 長

ＵＲ１.

吉田 和 人 けツカづ ８１ｍ）
htt ｐ:ﾉZ ｗ ｗ ｗ １４,ｐｌａｌａ,ｏｒjpZ ｙｓｃ

朧BUな工羅R麟朧⊆な朧朧1皿 皿
月～金 9:00～12:30 3:30 ～7:00

土 9:00～12:00 1:30～4:30

●休診日:木曜･日曜･ 祝祭日

〒370-0015 高崎市島野町１０３８－１

ＴＥＬ：０２７-３５３-０５５０
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各運動部OB 会の近況報告
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い つ も Ｏ Ｂ 諸 兄

、

お よ び 関 係 者

の 皆 様 に は 大 変 お 世 話 に な
っ
て

お り ま す

。

ま た

、

現 役 生

、

父 兄 の 皆

様

、

県 シ
ョ ー

ト ト う
ツ
ケ ス ピ

ー
ド 競

技 会での優勝、高校総 体、ショートトラック国体 予選での目覚ま

しい活躍、お めでとうござ います。

スキー･スケート部OB 会の昨年 の活動としましては、まず 現

役 部員がより一層 充実した部活 動かおこなえるよう、支援 金を

おくらせていただきました。

ウィンタースポーツ、特にスキーは 金銭的な 負担が多いと思

います。そうした 部分をOB 会としましては、少しでもカバーして

いければと思っております。

また昨年、十一月五日Ｏ二曜日)にはOB 総 会、そして懇 親会を

高崎 市内、割烹多 喜でおこない 圭しか。総 会では 事業 報告をお

こない、懇 親会で親交を 深めました。

現役部員が少ない、これをどうするのか、高崎 高校スキー･ス

ケート部の良 き伝統をい かにす れば 次 雌代にしっかりとつな

げていけるのか ……これは 私達 ス牛－･ スケート 部OB 会に 課

せられた大いなる課 題だと思っています。OB

一同、現役生 か希望と熱意をもってスキー･スケートに打

ち込めるよう淳口恵をしぼっていきたいと考えております。

ダ.・･･=f

.

友浴卜｀'一矢－'

平成28 年度に陸上競技部OB 会

は結成30 年目の節目の年でした。

従前より｢30周年を記念して何か

特別な企画を…止 いう声があがり

ましたが、諸 般の事情により実 施には至りませんでした。例年通

り、7月に高崎市内 ホテルを会場にして歴代顧問の皆 様をお迎え

して約40 名の出席により総会及 び懇 親会が行われました。

この会の中 での話 題 の一つに、70期代 及 び80 期代 前半 の

溥HHﾖESU ごにヅ ニ 幽y7y↑7

泗 ） ‘
？
ザ
ー

サンエス工業株式会社
代表取締役i 青水 威( 硬式野球訃胚期)

本社高崎市下室「II町1159-2TEL.027-340」581

高崎工場高崎市町屋町710FAX.027-340-1591

創業明治11年

総介住設業･栽建築士=4f務所

製材･ プレカット･ アスウッド

株式会社

方々と比較すると、80期後半代及び90期代のOB会総会･懇親

会への出席状況･会費納入その他があまり芳しくないというこ

とが、あがりました。

他の部では、80期後半から90期代がOB会での中枢として

活躍されている方が数多くいらっしゃるようですが、これと比較

すると陸上競技部OB会に関しては、やや寂しい状況であること

は否めません。

各期別ごとあるいは近い期での集まりあるいは、∩〕○先生

の教え子の代止いう形では定期的な集まりがあったりするよう

ですが、これがOB会全休の集まりや活動に結びついていない、

というのが現状のようです。

こうした現状を解消する方法の一一つとして、OB会の会長･副

会長･理事等の役 員の世代交代、具体的には80 期後 半から90

期代に役員に 就いてもらう、といったご意 見が出されています。

このご意見については次回の役員改選(次は平成30 年度)に

活かされることになりそうであります。

この文章を読まれている陸上競技部OB の皆様、とりわけ80

期後 半から90 期代には、ぜひこの現状をご理 解頂き、本会の

活動にご協力頂けますようご案内申し上げます。

j

l
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去 年 の 秋 季 犬 会

、

甲 子 園 出 場

を 決 め た 時 以 来 の 現 役 の ベ ス ト ４

人 り で

、

我 々 Ｏ Ｂ 達 は

、

大 い に 盛 り

上 が り 求 し た が

、

今 や 私 学 ２ 強 の

一角の前橋育英高校に、大差で敗れてしまい、改めて実力 の違

いを、痛感させられました。しかし、差があるからだめだと言って

も始まらな いので、夏の大 会までには 、その差を つめら れるよ

う、現 役共々、我々OB も協力してい ければと思っています。

例年 行 われるマスターズの群 馬県予 選も、5月から開幕しま

す。我が 校の初 戦は、6月になります ので、是非OB の方々には、

奮って参加してもらい たいです。甲 子園組に 絡んだ 世代(110

期～112 期)が 積極的に参加していますので、若い 世代の人の

参 加をお願いしたいです。私のような50 代 のおじさんも参加し

てますので、安心して参加してもらえばと思 います。ちな みに、去

ISO-9001

認 証収得

専 務取 締役 清 水 正 郎( 硬式野球部･フ5期)

本社∠ 高崎｢↑了飯塚町805TEL027-361-5095

硬式 野球部ＯＢ

小 林

ハワイウ7t －９ －

均 （フフ期）

有限会社小金

〒3ﾌO-0865群馬県高崎市寺尾町1引4

TEL02ﾌｰ325-４∠川1㈹FAX02ﾌｰ325-４４４5
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年は、一昨年の優勝校の沼田高校OBに勝利しました。次戦の

高崎商業OBには、7回まで、2－1でリードしていましたが、8回

に逆転されてしまい、敗れてしまいました。その｢訓|=訥毎業OBが

そのまま優勝したことを 考えると、本当に惜しい 敗 戦となりまし

たが、2年連 続でベ スト8 に進出Iすることがきましたよ今{によ、現

役同 様、その壁を 破りたいと思ってい ます。

陽
領

瀧
借
匹
巴
恬
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我 々 古 援 部OB 会 は

、
現 役 古 援

部 の 活 動 を 盛 り 立 て る た め

、

呑 合

宿･ 定 例 リ
ー
ダ
ー
公 開 祭･ 四 校 合

同 リ ー ダ ー 公 開 に 同 行 す る な ど し

て、定期的に各種支援をおこなってきました。また研修活動に

つきましても、六大学野球言援や埼玉県六校応援団連盟｢六

旗の集い｣観覧等を企画し、広く現役活動の支援をおこなって

おります。

なお非常に残念なことにここ十年ほど、部員減少の影響で三

人リーダーの演技継承が途絶えてしまっておりました。しかしな

がら昨年度よりOB会の指導のもと、朝礼での｢座援歌翠槽｣の

サブリーダーが復活しました。本年度の各種リーダー公開祭で

は、これに加えて｢撃滅｣も復活の予定となっております。また_ﾆ

入リーダーではありませんが 、むなしく継承が 途絶えてしまって

いた｢打 了丁 数え歌｣につきましても、OB 会の指導 のもと現 在練

習中となっております。

やはり現代にお いては 昔な がらの言 援 部が物 珍しい 存在と

なりつつあり、生 徒からの人気 はあ れど人 部希望 者はなか なか

いないという、伝統の継 承が 極めて1木|難な 環境となりつ つあり

ます① かしそんな時代であ ればこそ逆 説的に バンカうの気 風

のもとに伝統を 継 承していく価 値は高まっているともいえます。

特に六人学 系統とは雰 囲気の 異なる高 崎高 校の臆援 演技は、

確かに継承していくに足る価値をもっているものと思 います。で

すからこのたび、継 承が途 絶えてしまってい た演技を復活でき

たことは、いち座援 部OB としても非常に人きな喜びでした。

またこのような 衣面的 な成果 だけではなく、現 役 部員たちの

部活に取り組む姿 勢につ いても、OB 会の支援 によって徐々に

沼野クリニック
内科・胃腸科・外科

院長沼野藤雅スキー･スケ→部8皿

ｒ

．Ｓ

川

変わりつつあります。たとえば最近では、恒例行事となっ

野球言援研修の経験をふまえ、どのように運動部の庶

を盛りしげていくべきか、練習後に議論する姿もみられ

になりました。成長期真っ盛りの彼らは、身体だけでなく

長についても驚くほどはやく、日々驚かされています。高

しく粗削りで、ときには失敗もしがちな彼らですが、今後

大な心で御支援いただければと思っております。

が

lf････二.!･゛4･ir..･･Sj｀ト'4=.丿≒;プう.･･=丿･･.丿.･二〉ｸﾞﾀﾞ･もμt.ｊ

翠 鸞 体 育 会 関 係 者 の 皆

５ １ 回 高 校 総 体 男 子 総 合 優

で と う ご ざ い ま す

。

Ｏ Ｂ の
一

て 人 変 う れ し く

、

ま た 誇 ら し く

ております。今後も好 成績を 期待しております。

さて、卓 球 部のOB 会は 夏と冬の年 に2 回、現役生との交

合を 行っています。私白身は 、昨年初 めてOB 会の活動 に

も参 加して みました。そこで感じたこと等を 述 べてみます

を 読んで卓 球 部のOB 会の参 加 のきっか けとしてもらえ

思います。

私のOB 会の参加のきっかけは誰か の緋 介というわけで

かったため 、や はり最 初 は少し二 の足を 踏 み圭しか。こん

球が弱い 私か 参加してい い のだろうかとか、現 役生 やOB

だちと上 手くやってい けるのだろうかと思ってい ました。

ながら、実 際参 加してみたところ、まったく問題はなく、むし

の方 たちに非常 によくしてい ただい ております。OB会活動

の場でも、卓球 の大 会に 誘ってもらったり、飲 みに連 れて

もらったり、悩 みをきい てもらったりと、今の私 にとって大

ミュニテ イの ひとつとなってい ます。昨年 、勇気を 出して

内科・皮膚科・泌尿器科・外科

いわい中央ｸﾘ ニッｸ
院長ﾈ申保裕之(ス牛一一スヶ－卜部83期)
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産科婦人科 Ｓ

補麟 匯 舘出張

佐 藤 病

院長 佐藤
スキーメヶ卜部OL3(8
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て本当によかったと今では思っています。

私は 、昨 年 度の交 流 試 合で 現役生 柑 手に1 、2セットは 収れ

てもな かなか 勝てな いという不 甲斐な い 結果 に終 わってしま

いました。今年度は後 輩に指 導が できるレベ ルくらいには強く

なっておきたいと考えています。

昨年 の会報で111 期の宮原 君 が 述べています が、現在の卓

球 部のOB 会は年 年平均 年 齢が高くなってきている現状 があり

ます。ただ 彼の奮 闘もあって、現 在少しずつではありますが 、人

学 生や20 代 社 会人がOB 会に顔を出 す人数 が増えつつありま

す。以 前に比 べると若 于OB が 参 加しやす い雰 囲気 になってき

ているのかなと感じています。卓 球が 上手でなくても構いませ

ん 、また地元 に住んでいなくても構いません。若干OB のOB 会参

加を 切に望んでおります。懇 親 会だけ 出てみ たい 方 や最近ゴ

ルフ始 めたからゴルフコンペだけ出てみたいという方も 一度 参

加してみてはい かがでしょうか。

か な 4，ﾒ｡･4 丿臨多I ４ぎ..･･ｔ.･が･鴛 声……;.･.jF'
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○現役激励会:8月1日(月)高校

総体水泳競技会終了後、焼肉パ

ーティーを行った。現役14 人十顧

問をOB6 人でもてなす。注文した

肉の量は40 人前＋70 人前の追加。現役の胃袋は、その限界と

他人の懐具合を知らない。そうだ!その調子で未来を切り開けﾛ

○新年会:1月７日(土)正月最初の土曜日(三が口を除く)に

高崎駅周辺の居酒屋で行った。74期～89 期の15 名十当時の

顧問丸山先生(68 期軟式テニス部OB) を囲んで、人庄水産高

崎駅前店で行った。無事に1 年を過ごすことができた挨拶で始

まり、宴たけなわとなった頃、近況報告を行う。一人3 分と言い

ながら、15分ち話をする者があり、あっという間に3 時間が過ぎ

た。店も協力的だった。感謝!!

そろそろ我々も定年を迎える世代であります。高高水泳部OB

会と名を打って会を催していますが、各世代で集まりを設け

てみてはいかがでしょうか。学校水泳とスイミングクうブとが融

和し、高校時代の想い出を共有できたのか高高水泳部の良方

であったと思います。人と人との繋がりの妙を楽しもうではあり

だるま眼科
D ａr ｕｍ ａ Ｅｙｅ Ｃliｎiｃ

院長 田濃 祐資（水泳部97 期）

《ＺＺ] ア群馬セラ

収締 役会長/｣ﾍ ｾﾞt

水仕 に場

ませんか。また、我々の会に参加したいとの要望があれば、

期須藤へご連絡下さい。例年12 月に新年会の連絡をして

ので、11月までに連絡があれば場所等検討します。(会員

に自宅連絡先は載っています。)

剣道部のOB 会の年始めは、

３日午後の新年稽占会から始

ます。今年も、元顧問の別府

先生や渡辺止一先生、顧問

富充敏先生に加えOB が総勢20 人参加し、15名の現役高

とともに汗を流しました。近年は大学生のOB の参加が目立

中には進学先の大学の剣道部で活躍するOB もいて、大変

あふれる稽 古会を催すことができました。剣道は技量に応

稽古をすることができるので、毎日稽古している現役高校

対しても、剣道からしばらくブうンクのあるOB や年配のOB

通に稽｢ﾘできるところが魅力です。

春･夏の合宿の際には√ト分な額ではありませんが合宿

を行い、それと共口 高段者や大学生らOB による稽古会を

催すことで、現役高校生の技量の向上を図っています。こ

は、遠征による合宿日程の短縮化によって一晩だけの稽

しかなくなっているため、参加できるOB が少なくなってしま

が残念です。

今後も剣友会が高崎高校剣道部の活動を全面的に支

一層もり立てて行きたいと考えています。

ず竪.く万卜士･ダ=丿ト･=lZ丿･≒燃し卜大才.ノ尚ﾉﾍy

最 近 の 現 役 生 と Ｏ Ｂ 会 の

は
、
登 山 用 品 の 寄 付

、
夏 合 宿

差 し 入 れ
、
そ し て 合 同 山 行 な

行 わ れ て お り ま す
．

特に昨年度は新人部員が多かっかことから、山登りの

品であるザックの寄付という形で協力させていただきまし

翠轡祭での現役生との交流に基づき、一番必要なモノとし

備することと致しました。また、夏合宿が一番メインの行事

ミックス株式会社

諭 口 水

俳鳥県藤陣|叶.人塚1713-2--

゛--

川 ）
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るため、昨年も差し入れという形で応援 することとなりました。

近年では総 体でも優秀な 成 績を 収めており、さらなる活躍を

期待しております。

近 頃はOB 会員白身も、再び山にチャレンジしている方が 増え

てきております。昨 年もOB 会として四ツ又山 及 び鹿 岳への令山

を 計画しました。2年 的は現役生と合同山 行を 計画いたしました

が体力差 が口月確にでてしまいました。いいだけではなく、マイペ

ースで楽しむことができるのが山登りの 醍醐味かと思 われます。

以 拍乙)内容については山 岳 部OB 会のホームペ ージにてり

真 付きで紹 介させてい ただいております。翠所 体台 会のホーム

ページよりリンクできますので足非ご 覧になってい ただきたい

と思っております。
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平 成28 年8 月 ７ 日 Ｏ 濯 日 ） 晴 人

の も と 高 高 テ ニ ス コ
ー
ト に て

、

現 役

と Ｏ Ｂ と の 親 善 テ ニ ス 犬 会 を お こ

な い ま し た

．

現 在 で も ソ フ ト テ ニ ス

を続けている68 期丸山光輩を筆頭に巾学校でソフトテニスを

指導している78 期原出君、80期島田君、81期須賀君、82期武

拝君は、歳を感じさないプレーで現役生と戦い圭しか。103期か

ら115 期若手OB10 名は現役生と熱戦を繰り広げていました。

親善試合終了後、去年と同様に萬嵐にて現役生と中革料理

を食べながら親交を深めました。OBは高崎 市ソフトテニス連

盟会長55 期峯先輩から111 期若手まで10 名参加し、現役生は

昼の部13 名全員参加しました。

私か高校生の時は高高にはコートが１面しかなく、城内コー

ト(郵便局の前にかつてあったコート)で練習していました。そ

の時はOB 先輩達か気軽にテニスコートに来て、顧問の鴻巣先

生と共に指導してくださいました。現在は高高のコートで現役

翠Ｍ仙育・

生は練習していますが、片のように是非OB の方々に応

了頂きたいと思います。

･f・４ ..トｊ･．．か．、鬼･－･皿・二

バレーボール部OB チー

る翠槽クうブは、例年通り

の人会では、5月の全日本

かソプ選手権県予選会、牡

皇杯群馬県 予選会に出場し、ともに決勝まで進んだもの

敵･群馬クラブに惜しくも敗れました。]全国大会への出

いませんでしたが、7月の関東クうブカップ選手権犬会、1

埼玉の並木杯に群馬県代表で出場し、普段対戦するこ

い県外のチームと対戦し、高いレベルを組験することが

した。20代前半のメンバーが増え、活気のある練習がで

り、令国大会出場という目標に向かって引き続き活動を

いきたいと思います。

また、恒例となっておりますバレーボール部現役生と

会及びOB 新年会が 平成29 年1 月３日に開催されました

皿Ｓ＝北原タイヤ商会
各種タイヤ販売･卸・修理･各種ホイール販売一‥

一 ﾊﾞｰｰﾙ

製 鋼原 料・非 鉄 金属

産業廃棄物収集運搬･,汁以証明

上越鋼業株式会社

高橋浩生税理士事務

税叩士高橋浩生バレーボール部(78

税理士白＃i告･ト水泳部(89駝
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の新年会は参加者の半分以上が20 代・30代の若干で、賑わい 事に体現したことをご報告申し上げます。

のある会になりました。今後もバレー部顧問である柴山俊広先

生(103 期)と協力し合い、現役生の支援を続けていくとともにOB

会の活躍の場を拡げていきたいと思っております。
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日頃よりOB 諸兄をはじめ、関係

各位には大変お世話になってお

ります。前号では、群馬県の新人

戦で優勝して関東新人大会でべ

スト4 入賞 の成 績を 収めたものの、総 体では 不本意な成績であ

ったのでインター ハイ出 場を目指して健 闘を期待したい旨を

述 べさせ てい ただきましたが、まさに前 号が発 行される時に、

バスケットボー ル 部は13 年ぶり16 度目となるインター ハイ出

場を決めました。

広 島で開 催されたインターハイには、OB会から田中 副会長、

金 田会計担当をけじめとするOB 諸兄 が応援 に駆けつけました

が 、試合 が日曜 日であったこともあり、若手 のOB も応援に駆け

付 けている姿を 散見できました謡式合の結果は! 回戦敗退であ

りましたが、目標とするインター ハイ出場を 達成した後輩 たち

を大変誇らしく思います。

私立の強豪 校や 伝統校が常 連となる全 国大 会では、進学 校

でもありな かなか常 連 校とはなり難い 環 境にありな がら、イン

ター ハイで活 躍できたことは、連綿と受け継が れてきた部や 高

校の歴史に光明をもたらしただけでなく、メディアも高い 関心を

持たれていました。特に、昨年 度の卒業生 は進路においてもそ

れぞ れの希望する道を歩 み 、まさに学是とする｢文武両道｣を見

しかし

、

忘れてはいけないことは

、

この輝かしい経験は翠枡

育会の皆様や高崎高校のOB諸兄が所属部に係らずバスケッ

ボール部を応援いただき

、

生徒それぞれのご家族や保護者

の支援があってこそ成し遂げられたことです。これは

、

私たち

後輩たちに必ず伝え続けなくてはならないことであると

、

深く

に刻んでおります

。

改めてご支援ご協力いただいた関係各位

感謝を申し上げあげ

、

ご報告申し上げさせていただきます

。‥
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高崎高校ラグビー部OB 会は

今年度、OB会組織が犬きく代わ

ました。新OB 会長として、我 が

期である81 期 黒石康暢君、副

長は、80期 今村先輩 が大 役を 務ることになりました。また、全

犬 会出場経験もある花園プレーヤー83 期 表 野君が 理事長

務 めることとなりました。これまで、うゲビー 部OB 会をまとめ

いただいた前会長内田先 輩、前 副会長 福島 先輩に感謝しな

らも、これからのラグビー 部OB 会へのご指 導ご 鞭桂をお 願い

ております。

さて、高 崎 高校ラグビー 部OB 会として、最も歴史の深い活

として、毎年1 月に行われるOB 戦 があります丿 現役激励｣ の目

で、絶えることなく続いていて、今年も、たくさんの参加者が集

りました。試合観戦だけ のOB はグラウンドで現役に檄をとばOB

戦目的 で集まってきた卒業したでの若 干から、年 配のOB

でが、試 合を 通して、現 役うグビー部 員にラグビー の厳しさ、

しさを体を 通して伝えました。

次に、大きな活動として、｢高 高ラグビー 祭｣があります。今

で10 年目を 迎えたこの行 事は、前うゲビー 部OB 会長の内田

んが、様々な 世代 で楽しめるラグビーを広 めるために始めら

たOB 会行 事ですよ今年は3 月25 日に行いました。高 高うグビ

部OB 会の行 事ではあります が、高高ラグビー 部関係 者に関

らず、ラグビー好きが 集まり、うゲビーを楽しむ、まさに｢祭｣で

現 役も含め、参加者全員が楽しめるように試合を 組み、そのBBQ

大会、ビンゴ大 会、オークションを行います。オークション

-
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社会福祉法人 岳雄会

幼保連携型認定こども園

エ デ ュ カ ー レ 城 之 内

モンテッソーリ教育実施園

山岳部ＯＢ(８４期)

エデュカーレ城之内‖ 代表４ 員・ｇｔ 士･真 下 哲 夫

高崎市浜川 町２４９-３�. ０２ﾌｰ３４３-16 フ６

山岳部○巳（ｱ9期）理 事 長 吉井 昭道

税 理 士 法 人 真 下 経 営

高崎市倉賀野町3557-4�027-346-1463

山岳部ＯＢ(７８期)

税理士 吉 井 章 一

吉 井 章 一 税理 士 事 務 所

高崎市上中居町251TEL027-328-6701
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は、諸 先輩方 や 関係 各 位から多 大な 景 品の 寄付をい ただき、

例年 のことながら人変 盛り上 がりました。現 役 保護 者の作って

くれるトン 汁も名物 料 理となってきました丿征年ありがとうござ

いますニ の 行事の中で、卒 業生を 参加 者に紹 介する企 画があ

ります。若 者の熱 い思 いを 聞か せてい ただき、自 分も高校 生時

代 の熱い 思いを 懐 かしく思い 出す ひとときでもありました。卒

業生には、高高うゲビー部で3 年 間過ごしたことに誇りと自信を

持ってほしいと思います。

高 高ラグビー 部がさらに発展してくれるよう、冬 の花園 全国

大 会出場 に向 け、OB 会は一 層の支 援を 行っていきたいと思っ

ています。
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今年度は、サッカー部創設70

周年をむかえますので、記念事業

として講演会の開催及び、高崎高

校サッカー部エンブレムの作成、

OB 会 員 の 連 絡 網 の 整 備 等 を 行う予 定 で す 。併せ て、人 工芝 グ

うンドの 構 想 計 画 を 開 始 し、80 周 年 を め どに 完 成 を 目 指 寸 予

定としてお ります。

近 年 は、OB 会 へ の 参 加 者 が 限ら れてお り、OB が 現 役 選 手 の

活 動 を 支 援 す る た め に は 、OB 総 会 等 の 行 事 や 翠 鸞 クラブ に100

期以 降 の 年 代 の 参 加 することが 不 可 欠 で あります。70 百 年

を 機 会にOB 会活 動 の 活 性 化 が 計 れ れ ばと考えております。

また 、通 常 行 事としては 、1月２口の 初 蹴 り会 、2月 の 総 会･ 懇

親 会 、8月 の前 橋高 校との 定 期 戦を 行ってお ります。

群 馬 県 社 会 人リー グ に 参 加してい る各 年 代 の成 績 は 下 記 の

とおりです。
翠龍は前橋高校OB との合同チームです

翠量クラブ 群馬県社会人リーグ3 部Bブロック 5勝3敗1分 ４位

翠龍ミドル 群馬県シニア40リーグ2 部 12 勝ﾌ敗1分 ４位

翠龍ミドル50 群馬県シニア50リーグ 5勝ﾌ敗1分 8 位

各年 代とも新メン バーを力[1え、怪我なく、楽しく、勝利 目指し

て頑張っております。

試合 結果については高 崎高 校サッカー 部OB 会のホームベ

－ジに随時更新されるや定ですので、機会があれば閲覧

ださい。

ダ.･i;･...芦．
ざ 丿

硬式テニス部OB 会の活

毎夏お 盆休みの土曜 則こ

る母校コートをお借りしての

ニス犬会、同日夜の懇親会

に、在郷のOB で結成するテニスチームで参戦する春・

高崎巾クうブ親善テニス大会等了交流を深めています

夏のOB テニス犬会では、現役一年生の参加も頂き、年

照りつける目差しを乗り越え果敢に対戦を挑みましたニ

な機会を利用し、現役の皆さんにもOB 会の存在と活動

られたらと思っています。

懇親会においても時節柄帰省している大学生OB が

してくれたりすることも増え、若いOB にも拓かれたOB 会

ことを周知していければと考えています。

当面の課題としては、現在70 期代後半より80 期代で

れているOB 会に、90期以下、若干の方により多く参加い

るような縦の連絡体制作りの強化を目指して行きたいと

す。願わくば、初の総体優勝を勝ち得た黄金の94 期の皆

武勇伝も伺いたいところです。

他部に比べ比較的創設が若い我が部も来年、1978

好会発足より数えて40 周年の節目となります。発足当時

輩のお力を借りながら、来年に向けての記念行事、部

纂、ホームページの充足等の企画も進めていければと

います。今後ともテニス部OB 会をよろしくお願いいたしま
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柔道部OB 会の活動として

年も1月３日に高崎高校の

にて現役･OB にて行われる

古、及び会場を移動しての

を行い圭しか。

初稽古については、顧問の田中先生の指導のもと、ま

カーエレクトロニクス グッズ＆サービじス

群馬電装株式会社
本部･サービス部:高崎市江木町117

----

群馬l －･ヨペ・ｙ卜 林 式会社

前橋市石倉町２-６-５

金井勉社会保険労務士オフ

社会保険労務士金 井
(美順 部66 期)
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に始まり、寝技乱取り稽古や立ち技乱取り稽古などが行われて

いきました。若い現役部員とOB が共に稽古をしながら、しっか

りと身体を動かしていきました。

続いて、恒例となっている現役部員VSOB 部員の対抗戦が

行われました。昨年と同様、現役部員に対し集まったOB の人

数が多かったためOB は2 チーム編成し、現役部員は2 回試合

を行う形式となりました。全体的にはOB の力が強いのです

が、現役部員はそれでも何とかしようとして食らいついている

様子が見られました。そして、最後は礼をもって初稽古は終わ

りました。

新年会については、高崎ビューホテルを会場にして行われま

した。平成28 年3月に教員を定年退職された、高崎高校柔道部OB

会 鳥居 吉二会長(73 期)のあいさつや、新年会に出席した

翠槽体育会の皆様には、日頃より各

運動部活動へ多大な御支援、御後援を

いただき誠にありがとうございます。各

部顧問を代表しまして厚く御礼を申し

上げます。

今年度より田中利明先生( 柔道部顧

問) の後任として運動部 長になりまし

た、保健体育科 新井康司と申します。平

成27 年度より本校へ着任し、陸上競技部の顧問を引き継ぎ3

年目となりました。運動部長として、本校運動部の活動がます

ます活発になり、関東･ 全国犬会等において顕著な成績が収

められるよう全力でサポートしていきたいと考えておりますの

で、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

サt
《高崎高校運動部の活動報告》

bｔ怠苔

め ま い 補 聴 器･ ア レ ル ギ 一 二jl Ξ-

各種日帰り手術 ﾉ月

(1,⑤

OB がそれぞれ近況報告を行うなど誹口やかな雰囲気の中で柔

道部OB 会の交流が図られました。

さて、現在の運動部活動の状況でありますが、所属者数は534

名(1 年生168 名、2年生口5 名、3年生191 名)で、運動部

加入率は55.3 ％という状況で、過去5 年間で最も低い加入率

でありました。これは2020 年より大学入試において新テスト

が導入されるなど、学校教育も変革期を迎えており、特に1 年

生の学業への不安が影響していることも予想されますが、運

動部活動の意義、素晴らしさをしっかり伝えることで加入率を

増やし、本校の教育目標の一つである、3F精神の涵養や文武

両道の堅持にもつながっていけばと思っております。

今年度は高校総体総合6 位と、昨年度の総合優勝から大幅

に順位を落とす結果となってしまいましたが、気落ちすること

無く、各部が一丸となって強化し、来年度は必ずや総合優勝

に返り咲きたいと思います。

水耳鼻

卓球部 浅野 健

Ｉ
Ｍ
一
－
‐
‐
－
‐

‐

私達卓球部は、3年生11人、2年生3人、1年生6

人の計20 人で顧問の長谷川先生、小久保先

生、江原先生の指導の下、高校総体ベスト8以

上を目標に日々の練習に励んでいます。

高崎高校ではレベルの高い文武両道をかかげていて、他校と

比べて練習量が少ない状況にありますが、日々の少ない練習の

中で一人一人が自分には何か足りないのかを意識し、質の高い

練習により実力を 着々と向上古せています。

また、卓球の技術だけでなく人間としての成長も目標としてお

り、部員全員がいつも支えて下さっている先生方、OBの方々に対

して感謝の気持ちを持ち、部活動 に対する真摯な姿勢を大切に

しています。

今後も努力を積み上げ、大会に向け了全力を尽くしていくの

で、応援よろしくお願いします。

科
●診察時間 午前9:00 ～12:30/ 牛後2:30 ～6:30

● 休 診 日 日祝祭日･ 土曜日牛後http:// ｗｗｗ,ｓhmｚ-ｅｎt.ｃｏｍ/

院長 清水 祐二
(サッカー部フ３期)

高崎市京目町３２１-４

Ｓ Ｏ２７ －３ ５３ －４ ５３ ３
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テニス

ラグビー部 濡名譚一郎 ソフトテニス部

翠Ｍ肺ｎ・

大河

私達ラグビー部は、森田先生、川田先生、皿

山先生の御指導の下、3年生8名、2年生ｱ名、１

年生2名で関東･全国大会出場を目標に日々練

習に励んでいます。

県内私立高校に比べて短い練習と少ない人数で勝利するた

めには、小さな積み重ねによって力をつけ、競り勝っていくこと

が重要であると考え、チーム目標として｢僅差のラグビー｣を掲げ

ました。チーム全体での練習では主体的に集中して取り組むこと

で確実に力をつけています。個人練習としては、少しでも体を大

吉くするため に、食事を多くとり、工夫したウェイトトレーニング

を行うなど部員1人1 人が日々努力しています。

最後に、応援して下さるOB 会をはじめとしたたくさんの方々へ

の感 謝の気持ちを忘れず、目標達成 のためワンチームとなって

戦い抜きたいと思います。応援宜しくお願い致します。

スキー・スケ ート部 丸山 凛太朗

私達ソフトテニス部は現在3年生4名、8

名、1年生10名の計22名で関東犬会、イ

ハイに出場し 上位入賞を目指し日々、

励んでいます。

他の強豪校と比べると練習量で大きく差がありますが、

高い意識レベルと目標を持ち、高高らしいプレーを追求す

で勝利を目指しています。

高校総体では団体で関東出場、個人でも1ペアでも多

大会へと出場し、インターハイ予選につながるような結果

たいと思います。

最後に、指導をしてくださる先生方やOB の方々、私達を

くださる保護者の方々、そしてこのようにソフトテニスを

環境に感謝を忘れずに全力で戦い抜くので、応援よろし

いします。

空手道部 南

空手道部は現在3年生2名、2年生1名

名と少人数ながらも1人1人が自分達の

向かって、日々稽古に励んでおります。

人数が少ない中、部員同士で自分達

を話しあったり、工夫した練習をとリ入れることでよりよい

収めるための努力をしています。また、他 校との合同練習

ダー研修会に参加言世で 頂＜ことで毎日の 稽古 のよい刺

っています。様々な助言や激励 のお言葉を下さったOB の

始 め、沢山の方々に大いに感謝しております。

そして先輩 方が築いて吉た伝統を受け継ぎ、今後より

飛 躍のために日々精 進してい 吉たいと思います。日々の

気 持ちを忘 れず、空手道を通して人 間としてよリ成長でき

努力していきますので、応援よろしくお 願いします。

サッカー部 川岸

ス牛－･ スケート部は現在3 年2 名、1年1 名で

活動しています。今シーズンの目標は世界大会

出場です。今年度はオリンピックイヤーというこ

ともあり、部員一人一 人が自分を高めることが

できる最高のシーズンです。自覚を持って日々の練習に取り組

み、飛躍の年にしたいと思っています。

また、翠密祭実行委員や高前定期戦実 行委員にも 積極的に参

加して、行事を盛り上げていこうと思っています。

練習時間か夜にあたることから、勉強時間の確保が難しい部

活ではありますが、文武両道が実 践できるよう頑張ります。

高崎高校スキー･ スケート部を応援して下さる方々に感 謝を

忘れず、さらなる発展に貢献していきたいと思います。よろしくお

願いします。

テニス部 赤池 一樹

私達サッカー部は、顧問の吉田先生、

の飯出先生、須田先生の御指導の下、3

人、2年生29人、1年生28 人の計83人で関

国大会出場を目標に日々練習に励んでい

その中で私達は、サッカー部としての自覚とプライドを

グラウンド内 だけでなく、生 活面を見 直し、オフザピッチ

上げるよう努めています。

現在のチームは、新人戦をベスト8という結果で終えて、

が残りました。総体とインターハイ群 馬県予 選で関東･全

への切符を掴めるよう内容の 濃いトレーニングを続けて

ボールと選手が流動し、見てる人を楽しま世る高高サッカ

果を出したいと思いますので、これからも高崎高校サッカ

のご支援のほど、よろしくお願いい たします。

テニス部ＯＢ(91 期)

原 寛

私たちテニス部は人数が多い中、限られたコ

ートを工夫して使っています。

先日行われた高校総体個人戦ではシングル

スペスト32が3人、ペスト64に1人という結果で

した。ダブルスではベスト32 で悔しい負け方をしてしまっだので

インターハイ予選ではもっと上を目指して頑張りたいです。

今後行われる団体戦ではベスト4を目指して、最後の1 球まで

諦めずに強い気持ちで勝利を掴みたいです。

最後に、顧問の岡田先生や副顧問の吉潭先生、中川先生のご

指導、家族やOB の方 々の日々の支えに感謝し、高崎高校の代表

として多くの期待を背負っていることを自 覚し、今まで切磋琢磨

し合ってきた素晴らしい仲間だちと一緒に一勝一勝を積み重ね

て行きたいと思っているので、応援よろしくお 願いします。

部ＯＢ(８４期)

山 口 正 仁
オーダーメイドの生命保険をお届けしています!

詐配鸚;琴高崎美術学院
高崎市岩押町３５丿２ａＯ２ﾌｰ３２２-６５４Ｂ
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弓道部 村岡 晃輔 バレーボール部 佐藤

バレーボール部は柴山先生、林先生、

先生の熱心なご指導の下、部員18名で

の最大の目標のインターハイ出場を目

日々の練習に励んでいます。

現在、私たちは高校総体を目前に控えており、まずそこ

し、インターハイ予選に向けて勢いをつけるため、チーム

である守備力を強化しています。県内でも身長が高くな

ちは、レシーブで粘って勝ち切るというプレースタイルし

ので、どんなポールでも落とさない泥くさいバレーボール

い吉たいと思います。

また、日頃から私たちを支えてくだ言るOB の方々や保

方々への感謝の気持ちを忘れず、そのような方々を裏切ら

ためにで吉る限りのことを全力でやリ抜き、結果に結びつ

精一杯頑張りますので応援よろしくお願いします。

山岳部 福田

名

ま

私たち弓道部は現在、3年生14 名、2年生13

、1年生12名の計39名で日々練習に励んでい

す。弓道 の本質は、自分の体に何か 起吉てい

る が

見、課題を克服するこ

第三 者的視点から自身を俯瞰、課題を発

とにあります。だから私たちが今一番大切

にしているのは何においても″意味を考える″ことです。勝つことに

意味かおるのではなく、勝つための意味があるのです。そして今

私たちは様々な苦労を乗り越え、愚直に自身の弓を引いて吉て、

ようやっとこの意味を手に入れてきました。だから次は、私たちが

勝つ番です。本当に頂点を狙う者とそうでない者の強さには埋め

られない溝があるから、私たちが狙うのは全 国区での頂点です。

よってこの場は総体とインターハイでの優勝を誓って締めたいと

思います。｢常にチャレンジャーであり、他人への感謝、そして意味

を失うな。そうすれば 勝利は自ずと手を延 べてくるはずだ。

水泳部 須田 大輝

私たち水泳部は現在、3年生9名、2年生3名、１

年生4名の計珀名で、顧問の山田先生のご指導

の下、各々がスイミングスクール、又は学校のプー

ルで、目標を達 成すべく日々厳しい練習を積

み重ね、レベルアップを図ってきました。

昨年度の成績として、個人、リレー共に関東大会出場を果たし

たものの、全国 大会出場の目標を果 たすことができませんでし

た。なので、今年度の目標として、個人、リレーでの関東大会、全

国大 会出場の目標を掲げています。目標の達成、及び団体では

総体で男子総合3 位以内 に入ることを目指し、限られた時間の中

で、課題を見つけては克服し、力をつけてい吉たいと思います。

部員全員が団結し、厳しい 練習に励み、結果を残してい吉たい

と思います。応援よろしくお願いします。

硬式野球部 樺潭 亮介

山岳 部は、顧問の井上先生、滝沢先生、

先生、國富先生 のもと、活動を行っていま

年は3 年生9人、2年生28 人、1年生6 人の

で日々活動しています。

去年入部した現在の2年生が多く、装備が足りず困って

ころ、多 大な援助をしていただい たOB 会のみなさまには

を借りて深くお礼申し上げます。このご期待 に答えられるよ

年こそ総体優勝を成し遂げたいと思います。

去年の総体では1点という僅差で2ｲ立という結果に終わ

の大切さに気付いた年でした。この教訓を生かし、今年は｢

点｣を取りに行きます。そして我々の代で高高山岳部に新

史を刻みます。

応援、宜しくお願いします。

バドミントン部 佐藤

私達硬式野球部は、境原先生、関根先生、井

上貴志先生、大隅先生の指導のもと、3年生拓

人、2年生16人、1年生24人の計56人で日々の練

習に取り組んでいます。

今春は、昨秋と同じくベスト4に進出することがで吉、夏の大会

で高高史上初の優勝を目標に、部員の意識も高まっています。

今年は個人練習の時間を確保することで、一人一人の弱点や

役割を深く考えることを大切にしています。また、コミュニケーシ

ョンをとることも重視し、プレーの中 で疑 問に思ったことや改善

するべ吉点が見つかった時には 練習を止めて話し合い、野球に

ついでより深く考えるようにしています。

春、秋共にベ スト4に進出で吉たという自信と共 にコールド負

けという悔しさを胸に、夏の大会を 戦い抜きたいと思います。応

援宜しくお願い致します。

目指せ!

私達 バドミントン部は、顧問の星野先生

先生の御指導の下、団体 戦での関東大会

目標に、部員34 名で活動しています。
ノ伴ミ ントンの経験が浅い 私達は、他

験者と戦うために、先輩方から受け継いだ技術と知識を活

自分達で試行錯誤を繰り返しながら、日々の練習に取り組

ます。また、技術面で劣っている私達は、経験者と渡り合う

集中力を身に付けるべく、一つ一つのプレーを大切にし、

張感を持ってプレーに臨むよう心掛けています。

ここ数年 間、私達は県内の強 豪校を倒世ず、思うような

残すことができていませんでした。な ので今年こそは、部活

切磋琢磨し 先輩方が成し得な かった戦績を残したいと思

ので、これからも応援よろしくお願いします。

り 高崎高
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柔道部 高橋 潤

卜

陸上競技部

翠鸞肺ｎ・

吉井

私たち陸上 競技 部は、3年生12 名、2

名、1年 生9 名 の計39 名で、顧問の新井先

原先生のご指導の下、活動しています。

昨年度はインターハイ3種目出場を果

年度はなかなか例年通りの結果は残世ていませんが、こ

にのるため｢剛毅果断｣を目標に掲げ、個人のレベルアッ

切つて物事を行う決断力の向上を図りました。冬季の練習

レ後には必ず走練を入れて、ヶが予防や筋肉の柔軟性を

リレー形式の練習を多く取り入れ競争心やチームのまとま

む工夫した練習を行いました。これらの練習を生かしイン

イ複数名出場、学校対抗3ｲ立、関剌駅伝出場という目標を達

いきます。

最後に顧問の先生方や支援をして下さる保護者やOB の

感謝を申し上げます。これからも応援よろしくお願いします。

剣道部 井田

私達柔道 部は 顧問の田中先 生と副顧問の栗

原先生の御指導の下、三年生2 名、二年生3名、一

年生3名の計8 名と少ないながらも、関東大会、全

国大会出場を目標に日々練習しています。また私

達は限られた練習時間の中で自分達で工夫しながら練習メニュー

やトレーニングメニューを考えて行っています。柔道は他の競技

と比べ相手と直接組み合うので体の強さが勝敗に大吉く影響しま

す。ですので私達は技術面の向上はもちろん体の面での向上も重

点的に行った結果10畑～20k9の体重を増加させることができま

した。三年生、二年生は力強い柔道ができるようになりました。

まずは昨年度の関東大会出場に続き今年も関東大会に出場

しその後行われるインターハイに出場できるチームになりたいと

思います。日ごろから支えて下さる先生、OB、保護者の方々に感謝

し 精進していきます。これからも応援よろしくお願いします。

バスケットボール 部 鈴木 亜蘭

私達剣道部は、現在、顧問の國富先生、

の竹内先生、OB会長の藤木先生、前々顧

辺先生のご指導の下、3年生12 名、2年生

年生8 名、計23 名で日々の稽古に励んで

今年度の目標は、前年 度に達成することので吉なかった

大会出場 です。そのためには、他校と比べて短い 練習時間

中し、頭を使って考えな がら剣道をすることが求 められま

高校剣道部が目指していく剣道とは、｢正しく、強い 剣道｣だ

常に考えています。高高生という地 盤の上に立つ剣道部員

部員全員が、高い知性と力 強さを兼ね備えた剣道を身に

いと思っています。

これからも、日々全力 で稽古していきますので先生方やO

輩方、保護者の方々、ご指導、応援のはどよろしくお願いしま

軟式野球部 池島

ノ

くスケッド求－ル部は、渡部先生のご指導 の

下、3年生巧名、2年生8名、1年生13名、計36名

で昨年に引き続きインターハイ出場を目標に、

日々練習に励んでいます。

目標を達成するには、自分達よりも 何倍も練習を重 ねている

私立高校に勝たねばなりません。その ために私達は、勉強や 行

事に追われる中、限ら れた活動 時間でいかに集中し、練習の質

を向上できるかを追求しています。

大会では、今まで共にどんな辛いことでも乗り越えてきたチー

ムメイト全員で、貪欲に勝利を目指し、そして今までご指導して

下ごった先生、支えて下さった保護者の方々、OBの方々、応援し

て下さる全ての人 への感謝の気持ちを忘れ ずに、全力を尽< し

て戦ってきます。応援よろしくお 願いします。

廊援部 富田 八雲

我々、群馬懸立高崎高等學校庶援部は創部以

来六十五代を数え、日々母校 の発展の為、全力

を尽くして参りました。現在総勢五名で活動して

おります。昨年度は部員数 が少ない中、当部の活

動の幅を狭めないように、例年と同じ様に活動させて戴きました。

具体的には主に硬式、軟式野球部、バレーボール部などの諸運動

部席援、定期戦席援、そして全校集会での校歌、及び臆援歌の指

揮が挙げられます。入部した当時、私は席援部とは、ただ一途に高

高生の臆援をする部活動であると思っておりましたが、最近、席援

部とは臆援をする身でありながらも、一 番高高生 に唐援をされて

いる部活であると感じであります。これからもその庶援と期待に応

えられるよう、日々精進してい< 所 存であります。結びに我が群馬

懸立高崎高等學校、そして皆さまの更なる御発展を祈念させて戴

き、駄文では御座いますが、御挨拶と致します丿甲忍。

私達軟式野球部は3年生11名、2年生ｱ

生5名の計23名で関東犬会優勝という目

かって日々練習に励んでいます。昨秋の

は準決勝で桐生高校に2－4で敗れ、今

校総体では1 回戦で前橋育英高 校に延長14 回の攻防の末

でサヨナラ負けを喫しました。この結果を受けて、3年生を

試合での反省点を挙げ、夏季大会での北関東大会優勝と

標に向け、殖り少ない期間に何をすべきなのか話し合いま

軟式野球は硬式 野球に比 べ、ボール の速さや 跳ね方が

異なるので、長打が出に＜<、点の取りにくいスポーツです。

こそ、軟式野球なりの戦い方があり、面白さがあり、1つ1つ

なプレーが勝敗の鍵を握ると思っています。

野球を楽しむ気 持ちを忘れず、応援してくださる方々の

応えられるように努めていきますので、応援よろしくお願い

高崎高校 陸上競技部ＯＢ会 ふ 、

こ乙べ長 波多野重雄(ｱｱ
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平成28 年度運動部活動状況

春季関東地区高校野球大会群馬県予選

２回戦４-O常磐
３回戦10-O市太田

４回戦4-6 育 英

全国高等学校野球選手権群馬大会
２回戦O-7 清 明

秋季西毛リーグ

予選5-0

3-11

3-3

6-1

6-3
秋季大会

１[可戦102

回戦 ４

Ｏ

Ｉ

３回戦3-2
準々決4-3
準決勝O-10
春季西毛リーグ
予選

県 央

健 大 高

藤 中央

中央中等

富 岡

ペスト16

予選リーグ２位

利 根実 （6 回コールド）

工

翠
西
英

藤
青
前
育

5

－5－

5－

決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ準決6-
決勝4-

春季大会

１

３

４

Ｃ

１[回戦4-2中之条
２回戦9-3四つ葉
３回戦7-I太東
準々決10-6清明
準決勝O-7 健大高

東
工
岡
工
央

高
藤
富
高
県

ベスト ４

準優勝

ペスト ４

関東大会

１[回戦O-2千葉商大附(千葉)

インターハイ予選

３回戦2-O前南

準々決2-O前橋

準決勝ト2伊勢崎第３位

西毛地区大会

準々決2-O農二

準決勝O-2県央第３位

全日本バレーボール高等学校選手権大会県予選会

３回戦2-O太田
準々決2-O前商
準決勝O-2 高 工

新人大 会

１回戦

２回戦

準々決

準決勝

2－0

2－0
０
２
一
一

２

０

田

工

央

商

太市

渋

県

前

インターハイ予選
団体組手O-3 前 商
個人組手 宮下 翔
新人大会

第3 位

第３位

３回戦敗退

団体組手１[同戦O-3中之条

関東大会県予選会

50m 自ﾉﾉ100m

自ﾉﾉ200m

自400mR800mR400m

メＲ

増田 亮

須田大輝

中島悠太

須田大輝
中島悠太

3 位4
位5
位6
位4
位3
位4
位6
位

100m 自ﾉﾉ200m

自400mR800mR400m

メＲ
新人大会50m
自50m

背50m
平100m
平

50m バ
μ100m

バ200mR200m

メＲ

中島悠太

増田 亮
中島悠太

井尻雅人

吉田知生

古川竣介

古川竣介

井尻雅人

宇都宮琉也

宇都宮琉也

3 位8

位2

位3

位5

位

４位

1位6
位1
位3
位1
位2
位3
位2
位2
位

関東大会

《柔道競技》団体ﾄｰﾅﾒﾝﾄ1回戦O-3横浜(神奈川)

《相撲競技》予選ﾘｰｸﾞO-5東洋大牛久(茨城)

ト4都留興譲館(山梨)

ト4蕨(埼玉)予選敗退

インターハイ予選

団体準々決卜4常磐ベスト８

個人73kg級内山栄太郎第３位

μ高橋俊圭ペスト8

81kg級小林陸第３位

100kg級湯本祥伍ペスト８

国体

個人90kg級小林陸第３位

平成28年度少年柔道強化選手選考会

60kg級和田智輝第４位

73kg級野本龍也第５位

90kg級小林陸第５位

100kg級湯本祥伍第２位

新人大会

団体２回戦4-O興陽

３回戦2-2桐一(内容負け)第６位

全国選手権予選

団体２回戦Ｏ-×沼田(1人残し)

３回戦×－(⊃育英(3人残し)ベスト８

個人60kg級和田智輝第３位

無差別級湯本祥伍ペスト８

東北大学青葉杯優勝大会

予選ﾘｰｸﾞ△-△東北学院(宮城)

Ｏ-×八戸工一(青森)

Ｏ-×新庄北(山形)

決勝１回戦Ｏ-×秋田(秋田)

ﾄﾅﾒﾝﾄ準決勝Ｏ-×川越(埼玉)

決勝×-Ｏ東北学院(宮城)準優勝

慶廊大学杯争奪柔道大会

60kg級和田智輝ペスト8

73kg級高橋潤ベスト8

81kg超級小林陸ベスト８

ﾉﾉ湯本祥伍第３位

東京大学七徳杯高校招待柔道大会

予選ﾘｰｸﾞ5-O桐朋(東京)

3-1浜松北(静岡)

決勝１[回戦4-1城北(東京)

ﾄﾞﾅﾒﾝﾄ準決勝4-1ﾗ･サール(鹿児島)

決 勝2-3 大 阪 星光( 大 阪) 準 優 勝

群 馬 県 高 等学 校 学年 別柔 道大 会

Ｉ学 年66kg 級 佐 谷 戸 恒 太 ペスト ８

ﾉﾉ73kg 級ｵｿｴﾒﾅｲｹﾝﾅ 大樹第３位ﾉﾉ100kg

級 角田壮琉 第３位

２学年ﾉﾉ 湯本祥伍

和田智輝

インターハイ予選

第
優
ペ スト

位
勝
８

夏季大会

団体 １回戦

２回戦

準々決

新人大 会

団体 １回戦

２回戦

準々決

0
1
2
一
一
一

３

２

１

３ ０

１
９
】
一
一

２

０

橋
英
条

暁
田

商

之

田

前
育
中

新
沼
高

ベ

ペ

第3回全国高校ラグビー7人制大会

予選プール14-10高松北

12-40報徳学園

プレートトーナメント(2位トーナメント)

O-36慶応志木

1年生大会(高崎･高工合同チームとして

45-O合同C

45-5合同E

O-22県央

群馬県選手権大会(全国大会県予選)

準々決27-19桐一

準決勝12-53農二

新人大会

準々決O-61桐一

７人制大会

２回戦45-O桐西

準々決12-21 農 二

全国選手権県予選

１[可戦2-O育英
２回戦7-1前商
準決勝4-2桐生
決勝O-I高商
第57回秋季関東地区高等学校軟式野球大会群馬県

２回戦5-I 桐 工
準決勝2-4 桐 生

インターハイ予選
団体1[01 戦5-02
回戦5-03
回戦ト3

学校対抗選手権

ペ

新人大会

団体

２回戦O-3館林ベ

2 回戦卜1 市太田(代表戦で

関東高校登山大会（埼玉県雲取山）

第47 回新人登山大会

男子縦走 竹上京里（1年）

松本 悟（2年）

関 東 高 校 陸 上 競 技 大 会( 駒 沢) 兼 インハイ100m

高 橋 優 作ﾉﾉ

竹 滓 陸800m

武 士 文 哉110mH

猿 谷 亮3000mSC

金 子 哲 佳5000mSC

矢 野 泰 生4

×100mR 上 村、高橋、竹部、安達

や り投 金 光雄 紀

全 国 高 校 総 体( 岡 山)100m

高 橋 優 作110mH

猿 谷 亮4

ｘI00mR 上 村、高橋、竹部、吉井

国 民 体 育 大 会( 岩 手)100m

高 橋 優 作4

×100mR 高 橋 優 作( 群 馬 チ ー ム



r ｀

r ｀

翠融肺育・

800ｍl500

ｍ
やり投

武士文哉

武士文哉

金光雄紀
4×100mR 上村、高橋、竹渾、吉＃4

×400mR 高橋、吉井、上村、竹渾

県高校新人大 会

400m

800m
μ

吉井柊人
西巻仁貴

藤本 巧
4×400mR 田巻、吉井、今井、上村

関東高校選抜 新人大 会(熊谷)400m

吉井柊人4

×400mR 植木、吉井、今井、上村

県高校駅 伝 総合成 績

県新人駅伝 総合成 績

インターハイ予選

４回戦2-O太田

準々決O-3常磐

高校サッカー選手権大会県予選
４回戦２－１伊工

11111　l.　ｊふ　　・　・与Ｚそ　〃

準々決 ト4 前
新人大会

商

２回戦3-O渋川
３回戦トO伊工
準々決O-1前商

インターハイ予選
団体 ２回戦O-3 高

強化大会
有留

商

全日本選手権予選(ジュニア)

原渾・高山

新人大会

団体 Ｉ[回 戦

２回 戦

０
３一
一

3

　

う
橋

ろ
前

インターハイ予選

団体 ２回戦2-3 桐 南

新人大会

団体 ２回戦3-O 青 翠

３回戦O-3 桐 商

個人 ダブルス 金井･日比野ペア

インターハイ予選

３回戦120-86
準々決80-63
準決勝84-82
決 勝100-83
インターハイ

徳
商
英
東

樹
高
育
太

決2 位
決5 位
決1 位
決3 位
決3 位

決4 位

決５位
決７位

決３位

予6 位

予4 位
８位

８位

ベスト ８

ベスト ８

ペスト ８

ペスト64

ベ スト64

ペ スト16

ベ スト16

優 勝

Ｉ回戦60-83大分舞鶴

国体関東ブロック大会(野本大智、坂東俊紀参加)

１[亘]戦103-67山梨

準決勝78-114茨城第３位

全国高等学校バスケットボール選抜大会群馬県予選会

準々決65-81新島

西毛地区新人大会

準決勝102-60健大高

決勝89-82新島優勝

新人大会

４回戦86-78勢農

士

ﾌ ロ゙ック決勝

決勝リーグ

一

島

英

商

桐

新

育

高
6
3
7
4
7
3
6
8

一

一

一

一
6
4
6
8
4
8
9
1インターハイ予選

団体

シングルス 谷屋、赤池
ダブルス 谷屋･長壁、山岸･小屋

新人大会
団体 ２回戦5-O 伊 工

３回戦2-3 前 東

シングルス 赤池、山岸
大崎

ダブルス 赤池･山岸

第３位

ベスト16

ベ スト64

ベ スト32

ベ スト16

ベ スト32

ベ スト64

ペ スト16

県ショートトラックスピード競技会

高校生500m 、1000m、1500m丸山凛太朗 第 １位

関東高等学校 スキー大 会

小 林 悠（SL/GS 出場）

高校総 体スケート 競技500m

、1500m 丸 山凛太朗 第２位

学 校対 抗 第２位

ショートトラ500

ｍ1500

ｍ

関東大会

ツク国体

丸山凛太朗
丸山凛太朗

第2 位
第4 位

団体予選不通過

インターハイ予選
団体

新人大会
高崎B24 射13中、24射12中
東日本大会県予選会
高崎Ｂ

東日本大会

高崎(5人制)

高崎(3人制)

春季県大会

Ｊ
仁

第３位

第７位

トーナメント 第３位20

射14中 予選通過20
射12中ﾄｰﾅﾒﾝﾄI 回戦敗退12
射2中 予選不通過

高 崎Ａ ・高 崎Ｂ 予 選 不 通 過

ゝ ／ゝ／ゝ／ゝ ／ゝ ／ゝ ／ゝ ／＼／ゝ ／ゝ ／ゝ ／ゝ ／

第52 回高校総体
（平成29年） 男

３回戦 ト2 伊 商

団体 ２回戦
３回戦

準々決

決勝リーグ

団 体 １[可戦

２回 戦

３回 戦

関東出場権決定戦

2－1

2－1
１
０
一
一

N
 
C
ｙ
D

Ｑ
り
Ｉ

一
一

〇

２

士口

一
局

井

工

利根商
館 林

高 商

健大高

2-0

2－I
２
２
一
一

〇

Ｉ

備
東
工
特

皿
太
太
作

位

ペスト16

Nｅｗ-･・

準優勝

ベスト ８

る

Ｉ

団体組手

団体

４回戦4-O西邑楽
準々決 ト3 前 橋

１[回戦117-23安総合
２回戦97-47青翠
３回戦64-65太田

１[亘]戦O －3 前 橋

２回戦

３回戦

０
３
一
一

４

１

南
翠
前
青

途

団体( 鈴木、村岡、高岡、大森)48 射27 中

団体 ２回戦

３回戦

０
２
一
一

３

１

商

英

桐
育

I[O]戦2-3 ×育英(
延長14回タイブレーク)

4×400mR
走高跳
八種競技

男子総合成績

団体

吉井、今井、植木、田巻

大平海史

今井 樹(

以上、関東大 会出場 権

１回戦

２回戦

３回戦

０
２
一

一

３

３

O －3

工

農
生

商館

勢
桐

１[回戦 ３ト ７樹 徳

準々決34-43 農 二

《柔道競技》団体 ２回 戦

３回 戦

敗復１[亘1戦

敗復２回戦5･6

位決戦

《相撲競 技》団体決勝ﾘｰ ｸﾞ

個人

0
3
0
0

一

一

一

一
2
1
4
3
O-3

4-1
1-4
4-1

Ｉ
一
４

田
英
田
農
商

沼
育
太
勢
高
(関東大会

沼 田

樹 徳

太 工

青 翠

軽量級

軽中量級

軽重量級

無差別級

(関東大会

和田智輝、佐谷戸恒

高橋 潤
小林 陸

湯本祥伍、角田壮琉

オソエメナイケンナ大樹
野本龍也8

名(関東大会

舗進
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皿 皿 朧 羅

会　　　 長

副　 会　 長

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

べ会計編集委員)

ぺ編 集 局長)

べ 事 務 局)

々(事 務 局)

々(事 務 局)

監　　　 査

夕

顧　　　 問

夕

汐

夕

理事隋 報部長)

々(会　　 計)

理　　　 事

夕

夕

皿 皿 皿 題

大田部　功

清野　哲雄

田口　恵一

榊原　一好

山岸　祐二
清水　　威

北村　真行

橋爪　洋介

滝野　修司

甲斐　俊輔

井野　周平

吉井　章一

志田　　登

棲井　健一

坂本　　弘

横田　裕正

秋山　賢治

清水　正郎

國峯善次郎
岩田　武雄

山口　正敏

高橋　浩生

堤　　康高

清水　　元

原　　　到

高橋　孝史

塚越　英男

ｔ．､Ｓｘ　　，心鑑

85

74

74

79

ｱ9

85

85

85

86

87

91

78

82

8ｱ

87

92

ｱ4

75

50

53

58

78

71

91

78

9ｱ

91

綴 読識 熊窟

ラ グ ビ ー

サ ツ カ ー

ソフトテニス

バスケ汁 ﾎづ゙ﾚ

水　　　 泳

硬 式 野 球

テ　 ニ　 ス

卓　　　 球

剣　　　 道

陸 上 競 技

ラ グ ビ ー

山　　　 岳

柔　　　 道

応　　　 援

バレーボール

スト･ｽｹｰﾄ

応　　　 援

硬 式 野 球

サ ツ カ ー

バスケ外ﾎづ゙ﾚ

卓　　　 球

バレーボール

卓　　　 球

硬 式 野 球

バレーボづ レ

汐
剣　　　 道

翠 密 体 育
合
Ｚｉ 役 員 名 簿

皿 願顕 麟 順 順兼 肩 驚動部宿驚
理　　　 事

汐

夕

夕

夕

夕

夕

夕

汐

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

汐

夕

夕

夕

夕

夕

夕

汐

萩原　克明

庭田登志男

鳥居　吉二

永井　正樹

中村　信勝

石橋　　修

今村　孝之

黒石　康暢
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境原　尚樹・開根　秀仁 一大隅　昭彦・井上　貴志

森田　達哉・川田　智広・皿山　倫義

吉田　卓弥・須田　響二・飯出　得男

新井　康司・萩原　克明・工藤　洋平

山田　敏行・岡田　　準・川田　智広・―倉　行雄

井上　貴智・滝沢　憲一 一國富　充敏・紋谷　清実 一一意　行雄

伊藤　信一・須藤　　毅・岡田　一郎・西村　淳也

阿部　一輝・田中　みゆき・森戸　麻子

岡田　　準・吉潭　正明・中川　浩之

井上　貴志・塚越　正隆

渡部　健一郎・須藤　　毅

柴山　俊広・林　　孝彦・大久保　泰希

長谷川　忠史 一江原　悠一・小久保　博志

國富　充敏・竹内　　聡

田中　利明・栗原　俊夫

東宮　英文 一森戸　麻子

遠山　　聡・池永　真孝

田島　悦男・沼野　　　隆 一中嶋　英彦

星野　貴紀・市川　高幸
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[ 茂原･陸上競技 部･89 期] ずにはいられません。高崎高 校も今年で120 周年を迎えました

『翠轡体育』も本稿で第36 号になります。同窓会HP には19 乃 が、翠密体育会 が、これまでの母校の発展に寄与してきたこと

年の創刊号をはじめ、これまで刊行され た全36 号分かPDF 形 は間違いありません(蛇足ですが、以 前私は教員として高高に

式で閲覧できますので、この機会にぜひご覧になってみてはい 奉職していました。とりわけその際には翠轡体育会の存在の大

かがでしょうか。懐かしい名前を見つけ、セピア色(?) の写真を きさを実感しました)。今後も皆様と共に会報刊行の継続はも

眺め、昔の記事を読んで当時のことに思いを巡らせていると、 ちろん、あ わせて翠轡体育 会の益々の活性化 に取り組んで行

会報の刊行を続けてこられた諸先輩方には改めて敬意を表古 けたら幸いです。″高崎我らが母校、伝統よ更に栄えあれ″。
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